
初めまして、7月・8月と紀南病院で研修しています、三重大学医学部附属病院研
修医、森川正和と申します。 
光陰矢の如しの諺もある通り、この間紀南病院に来たと思えば、もう7月も終わり。

時間がたつのが早いです。メインは大学病院で研修しています。病院が違えば、
カルテの使い方やオーダーの出し方等が違います。悪戦苦闘してたら7月も終わ

りだったような気がしてなりません。しかし、ここで貴重な経験もさせてもらいまし
た。奈良県明日香村での研修会や地域住民の方との交流会(そば打ちや健康相
談)等。紀南病院は地元に根差した病院であり、病院業務はもちろんのこと、健康

増進や地域住民にとって何か役に立てることはないかと職員一丸となって取り組
んでいる姿勢を垣間見る機会を得て、私のこれからの糧になるのではないかと
思っております。8月は病院のシステムにも慣れてきたことですし、さらに多くのこ
とを吸収できればと考えております。 
閑話休題。 
この地域の話し方(方言)なのかイントネーションなのかアクセントの区切り方なの

かわかりませんが独特のような気がします。ですから、違和感を覚え、首をかしげ
ることがしばしばあります。私は出身が大阪ですが、関西弁でもない、大学から三
重県津市に住んでいますがその辺の言葉でもない・・・。一体どことどこの言葉が
混ざり合わさった、いやオリジナルなんでしょうね。2か月間で語尾に「～しやる」を

つけて話すことは出来ないでしょうが、方言を聞き取れるように住民の方が話す
言葉に耳を傾けたり、話して少しでも聞き取れればと思いました。8月は、産婦人
科で研修していますのでよろしくお願いします。乱文失礼しました。 

市立四日市病院研修医、井土真緒です。地元が尾鷲市なので、自分の地
元の医療を経験したい。と思い、紀南病院で地域医療研修をさせていただく
ことにしました。８年ぶりの地元は懐かしくもあり、久しぶりすぎて少し新鮮
でもありました。実はこちらに帰ってくるのは就職してから２回目です。大学
の頃も3泊以上実家にいることなんてなかったから、歩いてコンビニに行け

ない生活は本当に久しぶりです。荒坂診療所での研修もさせていただき、
小さい漁港に住む「おじぃ」「おばぁ」の元気さに驚きました。診察時、８割方
の患者さんから魚の匂いが漂ってきました。うちのおばあちゃんと同じ匂い
です。意外とたくさん（40人/日くらい）の人が診療所を利用されており、診療

所の重要さを痛感しました。ほとんどが高齢者だけの世帯で、車もありませ
ん。遠くの診療所まで送ってくれる娘、息子も都会に住んでいます。バスは
１週間に数本あればいい方で・・・。この診療所がなくなったら、この人たち
はどうするんだろうか？と考えてしまいました。 
うちの曾おばあちゃんは96歳で今も現役、この前も畑で作ったとうもろこしを

送ってくれました。頑固で家を離れるのは絶対に嫌！と主張しています。み
んないつまでも元気に暮らしてくれるといいけどなぁ。。。「おじぃ」「おばぁ」
の心と体の健康を守るのは難しいと再確認した診療所研修でした。 
 

 
5月からの3ヶ月間の紀南病院での研修を今月で終えました。 
今月は神島やホームステイなど病院を飛び出して『地域の暮らし』を 
知る機会が多くありました。 
地域医療とは人を知ること。暮らしを知ること。を学んだ最終月です。 
さてさて、3ヶ月お世話になった紀南病院の先生方は本当に魅力的 
医学的知識についてはもちろんのこと、日々の診療にあたる中で 
患者さん・ご家族さんとの接し方、退院後のマネジメントや介護についてetc･･･ 
熱心に教えて頂きました。教えるだけでなく、実践させるところがまた凄いところ。 

まだまだヒヨっコで足りないことも多いですが、黙ってそっと手を差し伸べてくれる寛大さと豊富な
経験と知識に裏付けされた適確なアドバイス、丁寧な指導にはただただ感謝です。 
そして常に患者さんにbestな治療を提供しようとする姿はこれから忘れることはありません。 

ときには怒られたり、実力不足な自分自身に落ち込むこともありましたが、振り返ってみると良い
思い出しかありません。毎日本当に充実した研修を送ることができました。研修医でも一人の医
師として接してくれた患者さん、指導して頂いた先生方、一緒に診療にあたった看護師・スタッフ
の皆さん、本当にありがとうございます。 
3ヶ月の研修を通して自分に足りない部分が明確になり、課題も多く残っています。 

宿題として東京に持って帰ります。ただ、宿題はちゃんと提出しなくてはいけません。宿題が多す
ぎて何年かかるか分かりませんが、きちんと終えたら提出しに、また紀南にお邪魔します。 
その時は皆さんまたよろしくお願いします。 
 
 


